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■水の文化22号予告

特集「温泉」（仮）

江戸の昔から温泉好きと言われるように

日本各地で温泉が

地域の観光資源となっています。

一方、温泉は共有資源の地下水として

守らねばならないことも事実。

観光資源と地下水資源のはざまで、

地元の人々は温泉と

どのように向き合っていくのでしょうか。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水との関わり」に焦点を
当てた活動や調査・研究などをご紹介してまいります。
ユニークな水の文化楽習活動を行っている、「水の文化」にかかわる地
域に根差した調査や研究を行っている、こうした情報がありましたら、
自薦・他薦を問いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合せ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

水の文化人ネットワーク　夏の登場者
当センターホームページ・水の文化人ネットワークコーナー。
以下の方々を順次アップロードしています。

安部浩 総合地球環境学研究所

木村武史 筑波大学哲学・思想学系助教授

サトウタツヤ 立命館大学文学部心理学科助教授

編
集
後
記

◆
も
う
既
に
感
覚
と
し
て
忘
れ
去
っ
た
感
が
あ
る
「
蒸
し
暑
さ
」

で
は
あ
る
が
、
表
現
と
し
て
も
ジ
メ
ジ
メ
だ
の
、
マ
イ
ナ
ス
の
言

い
方
が
多
い
気
が
す
る
。
古
来
よ
り
、
冬
の
寒
さ
よ
り
、
夏
の
蒸

し
暑
さ
へ
の
対
処
を
重
ん
じ
て
き
た
日
本
の
住
ま
い
で
あ
る
が
、

現
在
の
住
環
境
は
ど
う
な
の
か
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
。（
新
）

◆
酷
暑
の
ス
ー
ツ
姿
に
耐
え
て
、
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
で
お
仕
事
。

で
も
、
エ
ア
コ
ン
排
気
は
気
に
し
な
い
不
思
議
さ
。
大
切
な
の
は
、

環
境
を
制
す
る
の
で
な
く
、
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
。
ク
ー
ル
ビ

ズ
の
定
着
や
、
な
ご
ミ
ス
ト
体
験
で
、
暑
さ
や
湿
気
と
の
付
き
合

い
方
も
少
し
変
わ
っ
て
き
た
・
・
・
一
歩
一
歩
だ
け
ど
。（
福
）

◆
エ
ア
コ
ン
の
充
実
で
、
湿
気
と
の
関
係
が
薄
く
な
る
我
々
の
生

活
。
で
も
そ
ん
な
湿
気
と
付
き
合
う
こ
と
で
、
良
い
事
だ
っ
て
イ

ッ
パ
イ
あ
る
ん
で
す
よ
。
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
、
エ
ア
コ
ン
が

効
い
た
部
屋
で
飲
む
ビ
ー
ル
よ
り
、
真
夏
に
湿
気
ム
ン
ム
ン
の
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
で
飲
む
ビ
ー
ル
の
方
が
、
ず
っ
と
美
味
し
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
！(

武)

◆
窓
も
開
け
ず
に
室
内
が
快
適
に
制
御
さ
れ
湿
気
を
感
じ
な
い
お

洒
落
な
都
心
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
。
少
々
憧
れ
も
す
る
が
、
隙

間
風
の
吹
く
木
造
二
階
建
て
の
我
が
家
が
一
番
と
確
信
。
暑
さ
寒

さ
、
風
や
雨
音
、
鶯
の
さ
え
ず
り
や
虫
の
音
、
沈
丁
花
の
香

り
・
・
・
　
湿
気
の
排
除
は
、
自
然
と
の
共
生
や
質
の
高
い
豊
か

な
暮
ら
し
と
の
決
別
な
の
か
も
し
れ
な
い
。（
ゆ
）

◆
湿
気
と
い
う
気
象
条
件
に
人
々
は
衣
食
住
で
ど
う
適
応
し
て
き

た
か
。
そ
ん
な
目
論
見
で
調
査
を
始
め
る
と
、
つ
き
あ
た
っ
た
の

は
広
大
な
空
調
文
化
の
存
在
。
そ
う
い
え
ば
子
ど
も
の
頃
住
ん
だ

家
で
、
木
の
窓
枠
か
ら
す
き
間
風
が
入
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出

す
。（
中
）

◆
子
供
時
代
、
年
末
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

の
障
子
張
り
が
あ
っ
た
。
手
際
よ
く
障
子
を
張
り
終
え
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
最
後
に
口
に
水
を
含
ん
で
障
子
に
霧
を
吹
き
掛
け
る
。

真
っ
白
な
障
子
紙
は
、
乾
く
に
つ
れ
て
ピ
ン
と
張
り
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
と
て
も
格
好
良
く
見
え
た
も
の
だ
。
今
の
我
が
家
に
は
、

残
念
な
こ
と
に
障
子
が
な
い
。（
賀
）
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